








【はじめに】 

 膜性増殖性糸球体腎炎(以下 MPGN と略す)は一般的に難治性で予后不良の腎疾患と考え

られていた。しかし,近年,集団検尿などの普及により,無症候性蛋白尿/血尿を示す MPGN

も数多く発見され,その治療効果も芳しいものがみられる様になってきた。その際の MPGN

は,早期病変,亜型などの論義があり,その結論は出ていない事もあって,光顕像も多様であ

る。その為，最近では,多くの研究者が免疫蛍光法で C3 が fringe 型を示すものを MPGN と

診断している。 

 この診断基進のもとに,昨年度,私共は無症候性発症 MPGN を対象として,その治療効果

(主にステロイド療法)について報告した。 

 今年度は,同様の立場から,有症候性発症 MPGN を対象に,その治療効果について報告する。 


